
太
平
洋
戦
争
下
の
少
年
雑
誌　
　

│
月
刊
『
海
軍
』
細
目
│

神　

谷　

忠　

孝

　

は
じ
め
に

　

日
本
の
戦
時
中
に
出
版
さ
れ
た
少
年
向
け
の
陸
・
海
軍
関
係
雑
誌
と
し
て
、『
海

洋
少
年
』（
海
と
空
社
、昭
和
十
四
年
七
月
創
刊
、昭
和
十
九
年
一
月
号
ま
で
確
認
）、

『
飛
行
少
年
』（
大
日
本
飛
行
協
会
発
行
、
昭
和
十
七
年
八
月
創
刊
、
昭
和
十
九
年

九
月
号
ま
で
確
認
。
創
刊
号
の
表
紙
に
「
第
五
巻
第
八
号
」
と
あ
る
の
で
実
際
の

創
刊
は
昭
和
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
が
未
確
認
）
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
扱
う
『
海
軍
』
は
、
起
用
さ
れ
て
い
る
画
家
、
作
家
、
詩
人
な
ど
が
有

名
人
で
あ
る
こ
と
、
大
手
出
版
社
か
ら
の
発
行
で
流
通
が
行
き
渡
り
、
影
響
力
が

強
か
っ
た
点
が
『
海
洋
少
年
』『
飛
行
少
年
』
と
異
な
る
。
青
少
年
を
戦
争
に
参

加
さ
せ
る
た
め
の
方
法
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

凡
例
を
以
下
に
記
す
。
各
号
に
つ
き
、
号
数
・
発
行
年
月
日
に
続
き
、
執
筆
者

（
文
学
者
以
外
は
肩
書
）・「
題
目
」・
頁
数
を
本
文
の
内
容
に
従
っ
て
順
に
記
し
一

字
分
あ
け
て
区
切
っ
た
。
ま
た
〈
発
行
〉〈
表
紙
絵
〉〈
募
集
〉〈
広
告
〉
に
つ
い

て
も
付
記
し
た
。
頁
数
の
下
の
（　

）
内
に
は
ジ
ャ
ン
ル
の
別
を
注
記
し
た
。
創

刊
の
言
葉
は
注
に
ま
わ
し
た
。
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
直
し
、
旧
仮
名
遣
い
は
そ
の

ま
ま
と
し
た
。

　

第
一
巻
第
一
号　

昭
和
十
九
年
五
月
一
日

栗
原
悦
蔵
（
大
本
営
海
軍
報
道
部
長
・
海
軍
大
佐
）「
創
刊
を
祝
ふ
」
１
頁　

来
れ
つ
づ
け
青
少
年
（
口
絵
写
真
五
葉
）
５
〜
８
頁　

尾
崎
喜
八
「
我
等
の
海

軍
」
６
〜
７
頁
（
詩
）　

大
木
雄
二
「
あ
つ
ぱ
れ
日
本
魂
・
柴
崎
中
将
」（
絵
物

語
）・
梁
川
剛
一
画
９
〜
１
２
頁　

小
川
哲
男
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
漫
画
）

１
３
〜
１
６
頁　

栗
原
悦
蔵
「
決
戦
下
の
海
軍
記
念
日
を
む
か
へ
て
青
年
諸
君

へ
」
１
８
〜
２
１
頁　

大
林
清
「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
爆
撃
」・
高
井
貞
二
画
（
小
説
）

２
２
〜
３
０
頁　

国
民
学
校
初
等
科
五
年
生
二
名
「
安
保
海
軍
大
将
に
日
本
海
海

戦
の
お
話
を
聞
く
」
３
１
〜
３
５
頁　

土
屋
賢
一
（
海
軍
省
嘱
託
）「
仰
げ
山
本

元
帥
」・
伊
藤
幾
久
造
画
３
６
〜
３
７
頁　

山
崎
淳
一
（
海
軍
主
計
大
尉
）「
南
太

平
洋
血
戦
手
記
・
血
染
め
の
軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画
（
手
記
）
３
８
〜
４
７

頁　

吉
川
英
治
「
海
戦
山
軍
」・
玉
村
吉
典
画
（
随
筆
）
５
０
〜
５
７
頁　

海

軍
省
人
事
局
「
甲
種
予
科
練
志
望
者
の
た
め
に
」「
海
軍
兵
志
願
者
に
答
へ
る
」

６
０
〜
６
２
頁　

清
閑
寺
健
（「
海
軍
」
特
派
員
）「
日
本
一
の
軍
国
熱
に
も
え
る

山
の
海
軍
村
を
た
づ
ね
て
」（
訪
問
記
）
６
３
〜
６
７
頁　

清
水
洋
（
海
軍
航
空

本
部
海
軍
中
佐
）「
ロ
ケ
ッ
ト
爆
弾
と
は
ど
ん
な
も
の
か
」（
新
兵
器
の
話
）
６
８

〜
６
９
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
争
」・
飯
塚

児
画
（
小
説
）
７
０
〜
７
７
頁

　

西
條
八
十
「
君
も
僕
も
空
も
決
戦
場
へ
」
７
８
頁
（
詩
）　

岩
田
豊
男
「
九
号

水
雷
艇
」・
松
野
一
夫
画
（
小
説
）
８
０
〜
８
４
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
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少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
小
説
）
８
６
〜
９
４
頁

〈
頁
数
重
複
〉「
海
軍
兵
学
校
の
『
五
省
』」
２
１
頁　
「
山
本
元
帥
の
う
た
」
３
７
頁

　
『
軍
艦
に
ま
つ
わ
る
神
社
』
４
０
頁　
「
軍
艦
旗
の
掲
揚
」
４
７
頁　
「
漫
画
船
団
」

６
１
頁　
「
笑
話
二
つ
」
６
９
頁　
「
に
こ
に
こ
艦
隊
」
７
９
頁　
「
創
刊
の
こ
と
ば
」

８
４
頁
（
注
１
）

〈
発
行
〉
発
行
人　

高
木
義
賢　

編
輯
兼
印
刷
人　

竹
中
保
一　

発
行
所
（
東
京
都

小
石
川
区
音
羽
町
三
丁
目
十
九
番
地
）
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

印
刷
所
（
東
京
都

下
谷
区
二
長
町
一
番
地
）
凸
版
印
刷
株
式
会
社　

配
給
元
（
東
京
都
神
田
区
淡
路
町

一
丁
目
九
番
地
）
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社　

定
価
五
十
銭

〈
表
紙
絵
〉
寺
内
萬
治
郎
「
あ
こ
が
れ
の
予
科
練
」　
（
表
紙
に
「
創
刊
号
・
海
軍
記

念
日
特
輯
」「
戦
場
は
君
た
ち
を
待
つ
」
の
文
字
）

〈
図
版
〉「
想
像
絵
ワ
シ
ン
ト
ン
大
爆
撃
」
高
井
貞
二
画　

３
頁　

編
集
部
「
誰
に
で

も
お
も
し
ろ
く
覚
え
ら
れ
る
海
軍
の
手
先
信
号
」
４
８
〜
４
９
頁

〈
体
裁
〉
雑
誌
の
大
き
さ
は
、
縦
二
十
一
セ
ン
チ
、
横
十
五
セ
ン
チ

〈
募
集
〉「
僕
の
考
へ
た
『
新
戦
術
』
│
敵
戦
艦
轟
沈
」「
僕
ら
の
大
気
焔
ペ
ー
ジ
」「
学

校
だ
よ
り
」「
笑
話
」
８
５
頁

〈
広
告
〉
こ
こ
を
母
艦
に
（
西
宮
航
空
園
）　

映
画
「
轟
沈
」（
日
本
映
画
社
）「
怒
り

の
海
」（
東
宝
映
画
）「
戦
争
の
為
の
鉛
筆
」（
三
菱
鉛
筆
）　
「
み
た
み
わ
れ
大
君
に

す
べ
て
を
捧
げ
ま
つ
ら
ん
」（
三
和
銀
行
）「
小
国
民
は
科
学
兵
器
を
作
れ
模
型
設
計

図
で
」（
富
士
写
真
工
業
社
）「
使
ひ
よ
い
三
星
ゑ
の
ぐ
で
か
い
た
絵
を
兵
隊
さ
ん
に

送
り
ま
せ
う
」（
三
星
絵
具
製
造
所
）
海
軍
省
教
育
局
監
修
『
江
田
島
精
神
』、
予
科

練
教
官
の
記
録
『
翼
の
蔭
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）

　

第
一
巻
第
二
号　

昭
和
十
九
年
六
月
一
日
発
行

わ
れ
ら
の
新
聯
合
艦
隊
司
令
長
官　

豊
田
副
武
大
将
（
写
真
と
文
）
１
頁　

海
の
精

鋭
を
鍛
え
る
海
兵
団
画
報
（
口
絵
写
真
五
葉
）
２
〜
３
頁　
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」

（
連
載
漫
画
）
４
７
頁　

上
坂
香
苗
（
海
軍
航
空
本
部
教
育
部
長
・
海
軍
少
将
）「
全

国
の
青
少
年
よ
戦
場
の
勇
士
に
つ
づ
け
」
１
０
〜
１
２
頁　

下
村
湖
人
「
葉
隠
の
武

人
古
賀
元
帥
」１
２
〜
１
５
頁　

三
好
達
治「
大
東
亜
共
栄
圏
の
青
空
は
僕
ら
の
空
」・

松
野
一
夫
画
１
６
〜
１
７
頁
（
詩
）　

山
崎
淳
一
（
海
軍
主
計
大
尉
）「
南
太
平
洋
血

戦
手
記
・
血
染
め
の
軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画
１
８
〜
２
７
頁　

鹿
島
孝
二
「
無

人
島
の
少
年
兵
」
２
７
頁
（
随
筆
）　

太
田
黒
克
彦
「
博
多
沖
夜
襲̶

十
四
歳
・
河

野
通
忠
の
初
陣
」・
玉
村
吉
典
画
２
８
〜
２
９
頁　

三
井
謙
二
（
海
軍
航
空
本
部
海

軍
中
佐
）「
僕
は
雷
撃
機
だ
」・
伊
藤
幾
久
造
画
３
０
〜
３
４
頁　
「
海
軍
」
編
集
部
「
海

軍
志
願
兵
の
針
路
」（
図
解
）
３
５
頁　

知
多
譲
「
島
田
水
兵
・
ほ
が
ら
か
日
記
」・

横
井
福
次
郎
画
３
６
〜
３
７
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎

画
（
連
載
二
）
３
８
〜
４
６
頁　

に
こ
に
こ
艦
隊
・
海
軍
の
手
先
信
号
４
８
〜
４
９

頁　

中
島
健
彦
・
毛
利
文
昭
（
成
蹊
学
園
初
等
科
五
年
）「
よ
し
僕
ら
も
行
く
ぞ
無

敵
海
軍
の
兄
さ
ん
達
を
訪
ね
て̶

武
山
海
兵
団
見
学
記
」・
川
村
み
の
る
画
５
０
〜

５
５
頁　

海
軍
省
人
事
局
「
募
集
問
答
」「
乙
種
予
科
練
の
体
格
に
つ
い
て
」「
海
軍

志
願
兵
の
採
用
年
令
表
」
５
６
〜
５
７
頁　

黒
岩
一
郎
「
海
国
日
本
男
子
の
歌
」・

穴
山
勝
堂
画
５
８
〜
５
９
頁　

赤
川
武
助
「
壮
烈
、
陸
戦
の
神
・
安
田
部
隊
長　

我

が
死
所
ブ
ナ
に
あ
り
」・
松
野
一
夫
画
６
０
〜
６
６
頁　

漫
画
船
団
６
７
頁　

海
野
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十
三
「
宇
宙
戦
争
」・
飯
塚

児
画
（
連
載
二
）
６
８
〜
７
５
頁　

小
泉
義
雄
（
海

軍
省
人
事
局
海
軍
中
佐
）「
志
願
の
手
続
と
受
験
前
の
心
得
」
７
７
頁　
「
昭
和
十
九

年
度
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
採
用
試
験
問
題
」
７
８
〜
７
９
頁

〈
頁
数
重
複
〉「
こ
ん
な
呼
び
方
は
笑
は
れ
ま
す
・
心
得
て
置
く
べ
き
海
軍
用
語
」

５
５
頁　

表
紙
「
海
軍
の
題
字
は
何
か
ら
選
ん
だ
か
」
４
６
頁　
「
や
つ
て
ご
ら
ん

誰
に
で
も
で
き
る
身
体
検
査
」（
小
野
寺
秋
風
画
）
４
７
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉
宮
本
三
郎
「
勇
ま
し
い
海
軍
青
年
士
官
」

〈
広
告
〉「
貯
蓄
で
出
陣
」（
日
本
生
命
）　
「
海
へ
行
く
ん
だ
」（
陸
海
空
軍
御
用
・
仁

丹
）　

山
岡
荘
八
『
御
盾
』『
空
の
艦
長
』・
野
村
愛
生
『
北
畠
親
房
』・
中
正
夫
『
成

層
圏
飛
行
』（
偕
成
社
）　
「
海
は
米
英
の
進
攻
路
だ　

征
か
う
海
軍
に
」（
消
化
栄
養

ビ
タ
レ
イ
錠
本
舗
）　
「
造
れ　

送
れ　

撃
て
」（
回
虫
の
駆
除
マ
ク
ノ
ー
ル
本
舗
）「
送

れ
飛
行
機　

貯
め
抜
け
戦
費
」（
住
友
銀
行
）　
「
少
年
よ
つ
づ
け
」（
西
宮
航
空
園
）

　

第
一
巻
第
三
号　

昭
和
十
九
年
七
月
一
日
発
行

帝
国
海
軍
の
新
鋭(

口
絵
写
真
六
葉)

１
〜
４
頁　
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
連

載
漫
画
）
５
〜
８
頁　

永
村
清
（
海
軍
技
術
中
将
）「
海
は
諸
君
を
待
つ
」
１
０
〜

１
１
頁　

太
田
黒
克
彦
「
尽
忠
吉
野
山
」・
玉
村
吉
典
画
１
２
〜
１
７
頁　

蔵
原
伸

二
郎
「
青
海
波
」・
松
野
一
夫
画
１
８
〜
１
９
頁
（
詩
）　

山
崎
淳
一
「
南
太
平
洋
血

戦
手
記
・
血
染
め
の
軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画
（
連
載
三
）
２
０
〜
２
８
頁　

森

健
二
「
血
戦
輸
送
・
母
の
愛
に
誓
ふ
若
き
海
員
魂
」・
伊
藤
幾
久
造
画
２
９
〜
３
１

頁　

海
軍
省
人
事
局
「
君
は
ど
の
兵
種
を
選
ぶ
か
・
ほ
ま
れ
の
海
軍
志
願
兵
」（
水
兵
・

少
年
水
測
兵
・
少
年
飛
行
兵
・
少
年
電
信
兵
・
整
備
兵
・
機
関
兵
・
工
作
兵
・
軍
楽
兵
・

衛
生
兵
・
主
計
兵
・
練
習
兵
）
３
２
〜
３
３
頁　

濱
田
昇
一
（
海
軍
中
佐
）「
敵
戦

艦
轟
沈
・
僕
の
考
へ
た
新
戦
術
」３
４
〜
３
５
頁
（
批
評
）　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・

飯
塚

児
画
（
連
載
三
）
３
６
〜
４
３
頁　

知
多
譲
「
島
田
水
兵
ほ
が
ら
か
日
記
」・

澤
井
一
三
郎
画
４
４
〜
４
５
頁　

日
暮
豊
年
（
大
日
本
海
洋
少
年
団
理
事
・
海
軍
少

将
）「
帝
国
海
軍
は
、
な
ぜ
強
い
か
│
『
出
船
の
精
神
』
を
語
る̶

」・
金
子
士
郎
画

４
６
〜
４
９
頁　

海
軍
省
人
事
局
「
志
願
兵
相
談
室
」
５
０
〜
５
１
頁　

赤
川
武
助

「
我
が
死
所
ブ
ナ
に
あ
り
」・
松
野
一
夫
画
（
連
載
二
）
５
２
〜
６
０
頁　

海
軍
省
人

事
局
「
我
が
帝
国
海
軍
の
諸
学
校
・
君
の
進
む
道
は
ど
れ
か
」
６
１
頁
（
図
入
り
）

　

に
こ
に
こ
艦
隊
（
な
ぞ
な
ぞ
・
笑
話
等
）
６
２
〜
６
３
頁　

鹿
島
孝
二
「
音
楽
で

鍛
へ
る
艦
隊
の
耳
・
少
年
水
測
兵
│
海
軍
対
潜
学
校
見
学
記̶

」
６
４
〜
６
９
頁
（
写

真
五
葉
）　

朝
広
裕
二
（
海
軍
艦
政
本
部
・
海
軍
中
佐
）「
新
兵
器
・
水
中
聴
音
機
と

探
信
儀
の
話
」
７
０
〜
７
１
頁
（
図
入
り
）　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山

口
将
吉
郎
画
（
連
載
三
）
７
２
〜
７
８
頁　

海
軍
省
人
事
局
「
海
軍
志
願
兵
徴
募
検

査
学
力
試
験
問
題
の
一
例
」「
知
つ
て
お
き
た
い
海
軍
志
願
兵
受
験
の
心
得
」
７
９

頁　

編
集
局
だ
よ
り
８
０
頁

〈
頁
数
重
複
〉「
海
軍
諸
学
校
の
あ
る
と
こ
ろ
」
３
３
頁　
「
雑
誌
回
読
に
つ
い
て
お

願
ひ
」４
３
頁　
「
わ
が
校
の
誇
り
」４
４
〜
４
５
頁　
「
君
は
ど
の
区
に
入
る
か
」「
海

軍
人
事
部
は
ど
こ
に
あ
る
か
」
５
０
〜
５
１
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉
寺
内
萬
治
郎
「
海
軍
練
習
生
」
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〈
広
告
〉男
性
ホ
ル
モ
ン
製
造
元
・
帝
国
社
臓
器
薬
研
究
所　

三
菱
鉛
筆　

呼
吸
器
薬
・

カ
ラ
ニ
ウ
ム
本
舗
（
結
核
薬
）　

マ
ク
ノ
ー
ル
本
舗　

三
和
銀
行　

仁
丹

　

第
一
巻
第
四
号　

昭
和
十
九
年
八
月
一
日
発
行

闘
魂
を
錬
る
少
年
水
兵
（
口
絵
写
真
十
葉
）
１
〜
４
頁
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
連

載
漫
画
）
５
〜
８
頁　

山
川
伝
之
助
（
文
学
博
士
）「
明
治
天
皇
御
製
虔
講
」・
穴
山

勝
堂
画
１
０
〜
１
１
頁　

山
岡
荘
八
「
真
珠
湾
攻
撃
秘
話
・
ハ
ワ
イ
に
生
き
て
ゐ
た

海
鷲
」・
梁
川
剛
一
画
１
２
〜
２
３
頁　
「
海
軍
」編
集
局「
あ
あ
鮮
血
の
サ
イ
パ
ン
島
」

２
４
〜
２
５
頁　

日
暮
豊
年「
日
本
海
軍
の
強
さ
は
こ
こ
に
あ
る
・『
五
分
前
の
精
神
』

を
語
る
」・
金
子
士
郎
画
２
６
〜
２
９
頁　

木
村
毅
「
帝
国
海
軍
建
設
の
父
・
勝
海

舟
」
３
０
〜
３
１
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
連
載
四
）

３
２
〜
３
９
頁　

清
水
秀
政
（
海
軍
少
佐
）「
海
軍
志
願
兵
受
験
の
心
得
」
４
０
〜

４
１
頁　

影
山
稔
雄
（「
海
軍
」
特
派
記
者
）「
予
科
錬
の
遊
泳
教
育
」（
図
入
り
）

４
２
〜
４
５
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・
飯
塚

児
画(

連
載
四)
４
６
〜
５
３

頁　

友
近
頼
義(

海
軍
艦
政
本
部
・
海
軍
中
佐)

「
測
距
儀
の
話
」(

図
入
り)
５
４

〜
５
６
頁　

海
軍
省
人
事
局
「
昭
和
十
九
年
海
軍
志
願
兵
徴
募
検
査
試
験
問
題
の
一

例
」
５
７
頁　

太
田
黒
克
彦
「
少
年
武
士
道
も
の
が
た
り
・
越
の
白
雪
」・
玉
村
吉

典
画
５
８
〜
６
３
頁　

に
こ
に
こ
艦
隊
６
４
〜
６
５
頁　

木
村
荘
十
「
太
平
洋
を
征

服
せ
よ
－
海
軍
航
空
学
校
見
学
記
」(

写
真
二
葉)

６
６
〜
６
９
頁　

海
軍
省
人
事

局
「
志
願
兵
相
談
室
・
願
書
の
書
き
方
」
７
０
〜
７
１
頁　

山
崎
淳
一
「
血
染
め
の

軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画(

連
載
四)

７
２
〜
７
９
頁　

編
輯
局
だ
よ
り
８
０
頁

〈
頁
数
重
複
〉「
わ
が
校
の
誇
り
」
２
８
〜
２
９
頁　
「
少
年
飛
行
兵
の
適
性
検
査
と

は
ど
ん
な
も
の
か
」
４
０
〜
４
１
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉　

清
水
良
雄
「
少
年
水
測
兵
」

〈
広
告
〉
仁
丹　

三
菱
鉛
筆　

海
野
十
三
『
栗
水
兵
戦
記
』（
講
談
社
）
帝
国
社
臓
器

薬
研
究
所　

カ
ラ
ニ
ウ
ム
本
舗　

住
友
銀
行　

西
宮
航
空
園

　

第
一
巻
第
五
号　

昭
和
十
九
年
九
月
一
日
発
行

第
一
線
航
空
基
地
（
口
絵
写
真
八
葉
）
１
〜
４
頁　
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載

漫
画
）
５
〜
８
頁　

山
川
伝
之
助
「
明
治
天
皇
御
製
虔
講
」（
承
前
）
１
０
〜
１
１

頁　

秋
永
芳
郎
（「
海
軍
」
特
派
記
者
）「
南
国
の
少
年
飛
行
兵
│
鹿
児
島
海
軍
航
空

隊
見
学
記
」（
写
真
三
葉
）
１
２
〜
１
７
頁　

井
上
康
文
「
決
然
立
つ
て
奮
戦
す
べ

し
」・
松
添
健
画
１
８
〜
１
９
頁
（
詩
）　

山
崎
淳
一
「
血
染
め
の
軍
艦
旗
」・
村
上

松
次
郎
画（
連
載
五
）２
０
〜
２
８
頁　

斎
藤
信
也（
報
道
班
員
）「
若
鷲
と
マ
ッ
チ
」・

伊
藤
幾
久
造
画
２
８
〜
２
９
頁　

太
田
黒
克
彦
「
元
寇
対
馬
血
戦
」・
玉
村
吉
典
画

３
０
〜
３
５
頁　

海
軍
省
教
育
局
「
海
軍
予
科
生
徒
へ
總
進
軍
」
３
６
〜
３
７
頁

(

受
験
案
内)　

日
暮
豊
年
「
海
軍
の
躾
教
育
－
『
宜
候
の
精
神
』
を
語
る
」・
金
子

士
郎
画
３
８
〜
４
１
頁　

木
村
毅
「
帝
国
海
軍
名
将
物
語
・
樺
山
資
紀
大
将
」
４
２

〜
４
３
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・
飯
塚

児
画
（
連
載
五
）
４
４
〜
５
０
頁

　

に
こ
に
こ
艦
隊
５
１
頁　

海
へ
征
く
者
は
覚
え
よ
う
－
結
索
法
（
つ
な
結
び
）
の

話
（
図
解
付
き
）
５
２
〜
５
３
頁　

大
林
清
「
燃
え
る
整
備
魂
－
○
○
海
軍
航
空
隊
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を
訪
ね
て
」
５
４
〜
５
７
頁　

海
軍
省
人
事
局
「
志
願
兵
相
談
室
」
５
８
〜
５
９
頁

　

山
本
峰
雄
（
航
空
研
究
所
）「
高
速
を
誇
る
ロ
ケ
ッ
ト
機
の
威
力
」・
山
川
惣
治
画

６
０
〜
６
４
頁　

漫
画
船
団
６
５
頁　

海
軍
省
人
事
局
「
昭
和
十
九
年
度
後
期
甲
種

飛
行
予
科
練
習
生
採
用
試
験
問
題
」
６
６
〜
６
７
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少

年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
連
載
五
）
６
８
〜
７
６
頁　
「
海
軍
」
特
派
記
者
「
甲
種

予
科
錬
の
身
体
検
査
場
を
見
る
」（
写
真
二
葉
）
７
７
〜
７
９
頁　

編
輯
局
だ
よ
り

８
０
頁

〈
頁
数
重
複
〉
わ
が
校
の
誇
り
３
５
頁　

東
郷
元
帥
遺
訓
４
３
頁　

予
科
錬
の
作
つ

た
歌
５
７
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉　

中
澤
弘
光
「
出
撃
の
少
年
飛
行
兵
」

〈
広
告
〉
三
菱
鉛
筆　

呼
吸
器
病
に
カ
ラ
ニ
ウ
ム
（
ジ
ャ
ワ
島
製
薬
）　

ミ
ナ
ト
式
吸

癒
液
（
蓄
膿
薬
・
殉
国
製
薬
）
三
和
銀
行　

仁
丹　

講
談
社
（
書
籍
五
冊
）

　

第
一
巻
第
六
号　

昭
和
十
九
年
十
月
一
日
発
行

土
浦
海
軍
航
空
隊
見
学
画
報
（
口
絵
写
真
六
葉
）
１
〜
４
頁　

山
川
伝
之
助
「
明
治

天
皇
御
製
虔
講
」（
承
前
）
６
〜
７
頁　

山
岡
荘
八
「
太
平
洋
の
黒
豹
・
吉
川
少
将

の
最
期
」・
花
島
勝
一
画
８
〜
１
９
頁　

古
橋
才
次
郎
（
情
報
局
情
報
官
・
海
軍
中
佐
）

「
必
勝
の
鍵
は
わ
が
手
に
あ
り
」・
伊
藤
幾
久
造
挿
絵
２
０
〜
２
３
頁　

角
田
喜
久

雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
連
載
六
）
２
４
〜
２
９
頁　

日
暮
豊
年

「
軍
艦
の
戦
闘
力
を
う
む
三
大
条
件
・
迅
速
、
確
実
、
静
粛
」・
金
子
士
郎
画
３
０
〜

３
３
頁　

松
枝
司
蔵
（
海
軍
中
佐
）「
爆
雷
の
威
力
」（
写
真
・
図
）
３
４
〜
３
７
頁

　

手
旗
現
字
通
信
（
図
入
り
）
３
８
〜
３
９
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・
飯
塚

児
画
（
連
載
六
）
４
０
〜
４
７
頁　

望
月
茂
「
勤
皇
の
志
士
・
宮
部
鼎
蔵
」
４
８

〜
５
２
頁　
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載
漫
画
）
５
３
〜
５
６
頁　

遠
山
喜
一
郎

（
土
浦
航
空
隊
体
育
教
官
）「
諸
君
に
も
で
き
る
航
空
体
育
」（
写
真
と
図
解
）
５
７

〜
６
１
頁　

木
村
毅
「
帝
国
海
軍
名
将
物
語
・
西
郷
従
道
」
６
２
〜
６
３
頁　

山
崎

淳
一
「
血
染
め
の
軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画
（
連
載
六
）
６
４
〜
７
２
頁　

海
軍

省
人
事
局
指
導
「
海
軍
少
年
兵
特
輯
」（
軍
艦
旗
の
下
に
集
ま
れ　

誉
は
た
か
し
海

軍
志
願
兵　

志
願
の
手
続　

海
軍
志
願
兵
志
願
書　

志
願
兵
の
入
る
諸
学
校　

検
査

の
受
け
方　

身
体
検
査
の
受
検
心
得　

学
力
試
験
と
口
頭
試
問　

海
軍
志
願
兵
の
進

む
道　

志
願
兵
相
談
室　

予
科
錬
の
第
二
次
検
査　

全
校
生
徒
予
科
錬
へ　

志
願
手

帳
）
７
３
〜
１
０
３
頁　

編
輯
局
だ
よ
り
１
０
４
頁

〈
頁
数
重
複
〉
笑
話
７
２
頁　

山
形
県
が
第
一
位
１
０
３
頁
（
旧
藩
主
酒
井
忠
良
伯

の
二
男
忠
治
が
志
願
）

〈
発
行
〉
前
号
に
同
じ　
〈
定
価
〉
五
十
五
銭

〈
表
紙
絵
〉
寺
内
萬
治
郎
「
手
旗
信
号
と
練
習
兵
」

〈
広
告
〉
日
本
生
命　

三
菱
鉛
筆　

カ
ラ
ニ
ウ
ム　

ミ
ナ
ト
式
吸
癒
液　

住
友
銀
行

　

仁
丹

　

第
一
巻
第
七
号　

昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
発
行

海
軍
少
年
電
信
兵
（
口
絵
写
真
六
葉
）
１
〜
４
頁　

山
川
伝
之
助
「
明
治
天
皇
御
製
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虔
講
」（
承
前
）
６
〜
７
頁　

赤
川
武
助
「
荒
鷲
の
道
」・
梁
川
剛
一
画
８
〜
１
９
頁

　

木
村
毅
「
帝
国
海
軍
名
将
物
語
・
伊
東
祐
亨
」
２
０
〜
２
１
頁　

角
田
喜
久
雄

「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
連
載
七
）
２
２
〜
２
９
頁　

日
暮
豊
年
「
帝

国
海
軍
の
底
力
－
『
不
言
実
行
』
を
語
る
」
３
０
〜
３
３
頁　

岡
不
可
止
「
松
下
村

塾
・
国
難
に
起
つ
少
年
志
士
」・
玉
村
吉
典
画
３
４
〜
３
７
頁　

甲
種
予
科
錬
の
志

願
問
答
（
図
解
入
り
）
３
８
〜
４
１
頁　

予
科
錬
か
ら
故
郷
へ
の
便
り
（
母
へ
・
弟

へ
の
二
通
）
４
２
〜
４
３
頁　

岩
本
喜
一
（
海
軍
中
佐
）「
航
空
戦
と
気
象
」
４
４

〜
４
７
頁　

神
島
武
夫
（「
海
軍
」
特
派
記
者
）「
海
軍
通
信
学
校
見
学
記
」
４
８
〜

５
２
頁　
「
火
の
玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載
漫
画
）
５
３
〜
５
６
頁　
「
海
軍
」
特
派

記
者
「
海
軍
志
願
兵
の
検
査
場
を
見
る
」
５
７
〜
５
９
頁　

山
崎
淳
一
「
血
染
め
の

軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画
（
連
載
七
）
６
０
〜
６
９
頁　

志
願
兵
相
談
室
７
０
〜

７
１
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・
山
川
惣
治
画
（
連
載
七
）
７
２
〜
７
９
頁　

編
輯
局
だ
よ
り
８
０
頁

〈
頁
数
重
複
〉
必
勝
の
道
２
１
頁　

わ
が
校
の
誇
り
４
３
頁　

笑
話
５
９
頁

〈
発
行
〉
前
号
に
同
じ　
〈
定
価
〉
五
十
銭

〈
表
紙
絵
〉　

寺
内
萬
治
郎
「
操
舵
訓
練
中
の
少
年
兵
」

〈
広
告
〉
三
菱
鉛
筆　

カ
ラ
ニ
ウ
ム　

ミ
ナ
ト
式
吸
癒
液　

三
和
銀
行　

仁
丹　

講

談
社

　

第
一
巻
第
八
号　

昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日
発
行

少
年
掌
砲
兵
（
口
絵
写
真
七
葉
）
１
〜
４
頁　

詔
書
６
〜
７
頁　

野
村
吉
三
郎
（
元

駐
米
大
使
・
海
軍
大
将
）「
奮
起
せ
よ
、
神
州
男
児
－
大
東
亜
戦
争
三
周
年
滅
敵
の

決
意
」
８
〜
１
２
頁　

見
よ
、
か
が
や
く
大
戦
果
（
地
図
と
表
）
１
２
〜
１
３
頁　

中
野
晃
「
必
殺
の
先
登
体
当
り
」・
飯
塚

児
画
１
４
〜
１
９
頁
（
有
馬
正
文
少
将

の
空
母
体
当
た
り
）　

浅
見
淵
「
あ
あ　

神
風
特
別
攻
撃
隊
」・
梁
川
剛
一
画
２
０
〜

２
１
頁
（
詩
）　

山
岡
荘
八
「
偵
察
員
は
空
の
艦
長
」・
山
川
惣
治
画
２
２
〜
２
５
頁

　
「
偵
察
員
の
歌
」（
海
軍
中
尉
・
片
田
一
生
作
詞
、
林
伊
佐
緒
作
曲
）
２
４
〜
２
５

頁
（
楽
譜
付
き
）　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
２
６
〜
３
１

頁
（
連
載
八
）　

伊
藤
清
六
（
海
軍
省
人
事
局
第
三
課
長
・
海
軍
大
佐
）「
純
忠
の
神

鷲
に
つ
づ
け
－
今
こ
そ
好
機
、
甲
種
予
科
錬
最
後
の
徴
募
」
３
２
〜
３
３
頁　

井
上

康
文
「
空
母
出
撃
」・
花
島
勝
一
画
３
４
〜
３
９
頁　

中
島
信
次
郎
（
海
軍
砲
術
学

校
教
官
・
海
軍
中
尉
）「
艦
砲
射
撃
の
話
」
４
０
〜
４
３
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦

隊
」・
山
川
惣
治
画
（
連
載
八
）
４
４
〜
５
１
頁　

に
こ
に
こ
艦
隊
５
２
頁　
「
火
の

玉
カ
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載
漫
画
）
５
３
〜
５
６
頁　

三
重
野
武
（
海
軍
中
佐
）「
航
空

決
戦
と
目
－
近
視
を
な
ほ
し
て
大
空
へ
」
５
７
〜
５
９
頁　

志
願
兵
相
談
室
６
０
〜

６
１
頁　

山
崎
淳
一
「
血
染
め
の
軍
艦
旗
」・
村
上
松
次
郎
画
（
連
載
八
）
６
２
〜

７
１
頁　

編
輯
局
だ
よ
り
７
２
頁

〈
頁
数
重
複
〉
若
鷲
の
作
つ
た
歌
（
敵
う
ち
と
し
今
宵
ま
た
聞
く
そ
の
か
げ
に
わ
が

先
輩
は
御
楯
と
征
き
ぬ
）
１
９
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉
寺
内
萬
治
郎
「
戦
闘
配
置
に
つ
け
」

〈
広
告
〉
帝
国
社
臓
器
薬
研
究
所　

三
菱
鉛
筆　

カ
ラ
ニ
ウ
ム　

ミ
ナ
ト
式
吸
癒
液

　

住
友
銀
行　

仁
丹
「
模
型
も
兵
器
だ
」（
全
国
ツ
バ
サ
ヤ
教
会
）
富
士
写
真
工
業
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社　

講
談
社

　

第
二
巻
第
一
号　

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
発
行

聖
訓
五
箇
條(

東
郷
元
帥
謹
書)

２
頁　

大
元
帥
陛
下
の
御
尊
影
３
頁　

山
川
伝
之

助
「
明
治
天
皇
御
製
謹
話
」・
斎
藤
五
百
枝
画
５
〜
８
頁　

捲
き
起
る
肉
弾
神
風
－

敷
島
隊
出
撃
の
刹
那(

口
絵
写
真
七
葉)

９
〜
１
２
頁　

栗
原
悦
蔵(

大
本
営
海
軍

報
道
部
長
・
海
軍
大
佐)

「
神
鷲
に
誓
は
ん
」
１
４
〜
１
５
頁　

山
岡
荘
八
「
忠
烈

萬
世
に
輝
く
－
神
風
特
別
攻
撃
隊
敷
島
隊
」・
松
添
健
画
１
６
〜
２
７
頁(

五
名
の

写
真
と
名
前
・
階
級)　

蔵
原
伸
二
郎
「
神
風
特
攻
隊
敷
島
隊
を
讃
ふ
」・
笠
松
紫
浪

画
２
８
〜
２
９
頁(

詩)　

伊
賀
上
茂(

「
海
軍
」
特
派
記
者)

「
負
け
ず
嫌
ひ
の
関

行
男
青
年
」
３
０
〜
３
２
頁　

杉
松
有
義(

国
民
学
校
旧
師)

「
親
切
で
が
ん
ば
り

や
の
永
峯
肇
少
年
」
３
２
〜
３
３
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・
飯
塚

児
画(

連

載
九)

３
４
〜
４
１
頁　

木
村
毅
「
帝
国
海
軍
名
将
物
語
・
東
郷
平
八
郎
」
４
２
〜

４
３
頁　

神
島
武
夫
「
予
科
錬
入
隊
第
一
報
－
三
重
海
軍
航
空
隊
を
訪
ね
て
」
４
４

〜
４
７
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
連
載
九
）
４
８

〜
５
４
頁　

に
こ
に
こ
艦
隊
５
５
頁　

清
水
秀
政
「
大
空
に
雄
飛
せ
ん
と
す
る
諸
君

へ
」
５
６
〜
５
９
頁　

西
原
貢
（
海
軍
電
波
本
部
海
軍
技
師
）「
電
波
探
信
儀
の
話
」

（
図
入
り
）
６
０
〜
６
５
頁　

横
井
福
次
郎
「
爆
雷
ド
ン
チ
ャ
ン
」
６
６
〜
６
７
頁

（
連
載
漫
画
）　

山
岡
荘
八
「
怒
涛
」・
松
野
一
夫
画
６
８
〜
７
５
頁
（
小
説
）　

編
輯

局
だ
よ
り
７
６
頁

〈
頁
数
重
複
〉
一
行
知
識
２
７
頁　

東
郷
元
帥
遺
訓
４
３
頁　

予
科
錬
の
作
つ
た
歌

５
４
頁　

志
願
兵
相
談
室
５
８
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉　

寺
内
萬
治
郎
「
羽
ば
た
く
若
鷲
」（
表
紙
絵
に
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
の

尽
忠
精
神
に
つ
づ
け
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

〈
広
告
〉
講
談
社　

博
仁
科
学
社　

三
菱
鉛
筆　

カ
ラ
ニ
ウ
ム　

三
和
銀
行　

仁
丹

　

第
二
巻
第
二
号　

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
発
行

山
川
伝
之
助
「
明
治
天
皇
御
製
謹
話
」
１
〜
４
頁　

武
神
に
誓
ふ
若
鷲
魂
（
口
絵

写
真
八
葉
）
５
８
頁　

中
村
孝
也
（
文
学
博
士
）「
神
武
の
国
に
敵
な
し
」
１
０
〜

１
４
頁　

海
軍
通
信
学
校
校
歌
１
５
頁
（
楽
譜
入
り
）
浅
見
淵
「
基
地
の
感
激
－

神
風
特
攻
隊
の
勇
士
た
ち
」
１
６
〜
１
９
頁　

山
岡
荘
八
「
怒
涛
」・
松
野
一
夫
画

（
連
載
二
）
２
０
〜
２
９
頁　

中
村
一
良
（
文
部
省
図
書
監
修
官
）「
国
史
を
貫
く
日

本
精
神
（
一
）
│
大
君
の
辺
に
」・
玉
村
吉
典
画
３
０
〜
３
４
頁　

志
願
兵
相
談
室

３
５
頁　

後
藤
楢
根
（「
海
軍
」
特
派
記
者
）「
聖
地
近
く
神
技
を
磨
く
－
鹿
島
海
軍

航
空
隊
」（
写
真
二
葉
）
３
６
〜
３
９
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口

将
吉
郎
画
（
連
載
九
）
４
０
〜
４
５
頁　
「
爆
雷
ド
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載
漫
画
）
４
６

〜
４
７
頁　

多
田
裕
計
「
若
鷲
感
激
物
語
・
お
ほ
ぞ
ら
初
陣
」・
富
田
千
秋
画
４
８

〜
５
５
頁　

山
本
峰
雄
「
わ
が
海
軍
新
鋭
戦
闘
機
－
世
界
に
誇
る
「
零
戦
」「
雷
電
」

「
月
光
」（
写
真
二
葉
と
図
）
５
６
〜
６
０
頁　
「
海
軍
」
特
派
記
者
「
海
軍
経
理
学

校
予
科
生
徒
の
採
用
試
験
場
を
見
る
」
６
１
〜
６
３
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・

飯
塚

児
画
（
連
載
九
）
６
４
〜
７
１
頁　

編
輯
局
だ
よ
り
７
２
頁
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〈
頁
数
重
複
〉
わ
が
校
の
誇
り
２
６
頁　

飛
行
機
は
こ
ん
な
に
鋲
を
使
ふ
７
１
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉　

寺
内
萬
治
郎
「
出
撃
」

〈
広
告
〉
貯
蓄
で
出
陣
（
日
本
生
命
）　

戦
争
の
為
の
鉛
筆
（
三
菱
鉛
筆
）　

神
風
隊

に
我
ら
続
か
ん（
カ
ラ
ニ
ウ
ム
）　

太
平
洋
は
君
達
の
手
で（
帝
国
社
臓
器
薬
研
究
所
）

　

送
れ
飛
行
機
貯
め
抜
け
戦
費
（
住
友
銀
行
）　

吠
え
ろ
怒
涛
（
仁
丹
）　

富
士
音
盤

の
新
譜
発
売
「
神
風
節
」「
若
き
翼
」「
少
年
戦
車
兵
」「
僕
等
の
分
団
」「
少
国
民
歌

の
大
東
亜
戦
史
」（
講
談
社
）　

模
型
設
計
図
（
博
仁
科
学
社
）

　

第
二
巻
第
三
号　

昭
和
二
十
年
三
月
一
日
発
行

山
川
伝
之
助
「
明
治
天
皇
御
製
謹
話
」・
鈴
木
朱
雀
画
３
〜
６
頁　

出
撃
奮
迅
す
る

帝
国
海
軍
（
口
絵
写
真
五
葉
）
７
〜
１
０
頁　

赤
川
武
助
「
Ｂ
２
９
撃
墜
王
・
遠

藤
幸
男
大
尉
」（
写
真
八
葉
）
１
１
〜
２
３
頁　

中
村
一
良
「
国
史
を
貫
く
日
本
精

神
（
二
）̶

清
明
の
心
」・
玉
村
吉
典
画
２
４
〜
２
７
頁　

木
村
毅
「
軍
神
物
語
・

広
瀬
武
夫
」
２
８
〜
２
９
頁　

海
野
十
三
「
宇
宙
戦
隊
」・
飯
塚

児
画
（
連
載
十
）

３
０
〜
３
９
頁　

志
願
兵
相
談
室
４
０
頁　

昭
和
二
十
年
度
海
軍
志
願
兵
徴
募
検
査

試
験
問
題
４
１
頁　

中
野
晃
「
近
代
科
学
戦
の
華
・
少
年
電
測
兵
」（
写
真
四
葉
）

４
２
〜
４
６
頁　

に
こ
に
こ
艦
隊
４
７
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山

口
将
吉
郎
画
（
連
載
十
）
４
８
〜
５
４
頁　

昭
和
二
十
年
度
海
軍
志
願
兵
徴
募
検
査

試
験
問
題
模
範
解
答
５
５
頁　

大
宅
由
秋
（
海
軍
省
嘱
託
・
海
軍
大
佐
）「
海
の
肉

弾
・
魚
雷
艇
」・
山
川
惣
治
画
５
８
〜
６
１
頁　
「
爆
雷
ド
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載
漫
画
）

６
２
〜
６
３
頁　

山
岡
荘
八
「
怒
涛
」・
松
野
一
夫
画
（
連
載
三
）
６
４
〜
７
３
頁

　

編
輯
局
だ
よ
り
７
４
頁

〈
頁
数
重
複
〉
寸
鉄
知
識
２
３
頁　

東
郷
元
帥
遺
訓
２
９
頁　

わ
が
校
の
誇
り
６
１

頁　

こ
の
歌
を
愛
唱
し
ま
せ
う
（
幕
末
勤
皇
歌
人
佐
久
良
東
雄
の
歌
二
首
）
７
３
頁

〈
募
集
〉
第
五
回
全
日
本
少
国
民
発
明
工
夫
製
作
品
大
募
集
５
６
〜
５
７
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉　

寺
内
萬
治
郎
「
海
戦
必
勝
の
耳
・
少
年
電
信
兵
」

〈
広
告
〉
帝
国
社
臓
器
薬
研
究
所　

三
菱
鉛
筆　

第
一
徴
兵　

カ
ラ
ニ
ウ
ム　

三
和

銀
行　

仁
丹

　

第
二
巻
第
四
号　

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
発
行

山
川
伝
之
助
「「
明
治
天
皇
御
製
謹
話
・
海
に
拝
す
る
大
御
心
」・
鈴
木
朱
雀
画
２
〜

５
頁　

海
底
に
た
ぎ
る
伝
統
魂
│
大
竹
海
軍
潜
水
学
校
訓
練
画
報（
口
絵
写
真
七
葉
）

６
〜
１
０
頁　

小
笠
原
長
生
（
海
軍
中
尉
・
子
爵
）
謹
話
「
大
決
戦
下
に
仰
ぐ
天
長

節
」
１
２
〜
１
３
頁　

三
増
英
夫
（
海
軍
司
令
官
）「
神
風
特
攻
隊
の
出
撃
を
送
る
・

国
難
を
救
ふ
若
き
力
」（
写
真
二
葉
）
１
４
〜
１
８
頁　

海
軍
へ
の
近
道
１
９
頁　

中
村
一
良
「
国
史
を
貫
く
日
本
精
神(

三)

・
大
化
の
く
さ
び
」
２
０
〜
２
３
頁　

硫
黄
島
防
備
の
歌
２
４
〜
２
５
頁　

山
岡
荘
八
「
怒
涛
」・
松
野
一
夫
画(

連
載
三)

２
６
〜
３
４
頁　

志
願
兵
相
談
室
３
５
頁　

月
光
渉
「
本
土
決
戦
に
し
め
せ
－
日
本

独
特
の
出
血
作
戦
」・
伊
藤
幾
久
造
画
３
６
〜
３
９
頁　

山
本
周
五
郎
「
少
年
士
道

記
・
な
ら
ぬ
堪
忍
」・
山
口
将
吉
郎
画
４
０
〜
４
１
頁　

小
林
喜
通
（
航
空
研
究
所
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技
師
）「
高
々
度
飛
行
と
気
密
室
」・
山
川
惣
治
画
４
２
〜
４
７
頁　

木
村
毅
「
軍
神

物
語
・
佐
久
間
勉
」
４
８
〜
４
９
頁　

清
水
秀
政
「
敵
艦
爆
沈
の
い
と
口
を
ひ
ら
く

少
年
水
測
兵
の
任
務
」（
写
真
と
図
）
５
０
〜
５
２
頁　
「
海
軍
」
特
派
記
者
「
佐
久

間
精
神
に
つ
づ
く
鉄
鯨
魂
－
大
竹
海
軍
潜
水
学
校
見
学
記
」（
写
真
三
葉
）
５
３
〜

５
７
頁　
「
爆
雷
ド
ン
チ
ャ
ン
」（
連
載
漫
画
）
５
８
〜
５
９
頁　

影
山
稔
雄
「
一
校

か
ら
三
十
名
の
合
格
者
－
都
立
六
中
健
児
の
意
気
・
海
軍
予
科
生
徒
受
検
突
破
記
」

６
０
〜
６
１
頁　

合
格
者
の
受
検
体
験
記
（
松
井
悦
蔵
・
宮
本
政
泰
・
高
桑
茂
夫
）

６
２
〜
６
３
頁　

昭
和
二
十
年
度
海
軍
経
理
学
校
予
科
生
徒
採
用
試
験
問
題（
数
学
・

物
象
）
６
４
〜
６
５
頁　

角
田
喜
久
雄
「
南
海
の
美
少
年
」・
山
口
将
吉
郎
画
（
連

載
十
二
）
６
６
〜
７
３
頁　

編
輯
局
だ
よ
り
７
４
頁　

に
こ
に
こ
艦
隊
７
３
頁

〈
発
行
〉〈
定
価
〉
前
号
に
同
じ

〈
表
紙
絵
〉
松
野
一
夫
「
海
軍
予
科
生
徒
」

〈
広
告
〉
送
れ
飛
行
機
貯
め
抜
け
戦
費
（
住
友
銀
行
）　

神
州
に
健
児
あ
り
（
仁
丹
）

兄
鷲
の
武
勲
に
負
る
な
（
鼻
病
に
ミ
ナ
ト
式
吸
癒
液
）
神
風
隊
に
我
ら
続
か
ん
（
結

核
に
カ
ラ
ニ
ウ
ム
）

注
１　
「
海
軍
」
編
輯
局
の
「
創
刊
の
こ
と
ば
」（
原
文
旧
漢
字
・
総
ル
ビ
）

　

尽
忠
報
国
の
赤
誠
に
燃
え
立
つ
青
少
年
諸
君
よ
。諸
君
が
熱
烈
に
待
望
し
て
ゐ
た
新
雑
誌「
海
軍
」は
、

ゆ
か
り
も
深
き
海
軍
記
念
日
を
以
て
、
い
よ
い
よ
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
颯
爽
た
る
勇
ま
し
い
姿

を
見
給
へ
。
こ
れ
が
有
史
以
来
の
大
決
戦
下
、
世
界
各
国
が
血
み
ど
ろ
の
戦
争
を
し
て
ゐ
る
最
中
に
創

刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
な
れ
ば
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
底
力
を
見
よ
。
日
本
の
偉
さ

を
見
よ
。
こ
の
新
雑
誌
「
海
軍
」
が
戦
ふ
日
本
国
の
誇
と
し
て
、
世
界
に
押
し
出
す
日
が
、
今
こ
そ
来

た
の
だ
。
親
愛
な
る
青
少
年
諸
君
よ
。
双
手
を
挙
げ
て
萬
歳
を
唱
へ
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
新
雑
誌
「
海
軍
」
は
、
す
み
か
ら
す
み
ま
で
帝
国
海
軍
の
方
々
の
特
別
な
御
指
導
に
よ
つ
て
で

き
る
雑
誌
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
る
か
ら
こ
の
雑
誌
は
、
ど
こ
を
読
ん
で
も
、
ど
の
頁
を
開
い
て
も
、
帝

国
海
軍
の
精
神
に
光
り
輝
い
て
ゐ
る
の
に
、
諸
君
も
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。
帝
国
海
軍
人
た

ら
ん
と
す
る
青
少
年
に
と
つ
て
は
、
こ
れ
以
上
た
め
に
な
る
雑
誌
は
無
い
は
ず
で
す
。
海
軍
少
年
兵
た

ら
ん
と
す
る
青
少
年
諸
君
が
、
一
日
も
手
ば
な
す
こ
と
の
で
き
ぬ
雑
誌
で
す
。

　
　

親
愛
な
る
青
少
年
諸
君
よ
。
こ
の
雑
誌
を
毎
月
愛
読
し
て
、立
派
な
軍
人
に
な
っ
て
く
れ
た
ま
へ
。

必
勝
不
敗
の
帝
国
海
軍
は
、
諸
君
が
こ
の
雑
誌
に
よ
つ
て
心
身
を
き
た
へ
、
一
日
も
早
く
光
栄
あ
る
軍

艦
旗
の
下
に
馳
せ
参
ず
る
日
の
来
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る
の
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
諸
君
と
共
に
、
こ
の
立
派
な
雑
誌
を
生
ん
で
下
さ
つ
た
帝
国
海
軍
に
心
か
ら
感
謝
し
、

一
人
で
も
多
く
の
青
少
年
が
、こ
の
雑
誌
を
愛
読
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
解
説
】

　

執
筆
者
の
作
家
の
ほ
と
ん
ど
は
南
方
徴
用
で
報
道
班
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
浅
見

淵
、
井
上
康
文
、
海
野
十
三
、
鹿
島
孝
二
、
木
村
荘
十
、
多
田
裕
計
、
角
田
喜
久
雄
、
山
岡
荘
八
の
八

名
は
海
軍
報
道
班
員
。秋
永
芳
郎
、大
林
清
は
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
マ
レ
ー
方
面
に
派
遣
さ
れ
た
。『
文

芸
年
鑑
・
二
千
六
百
三
年
版
』（
桃
渓
書
房
、
昭
和
十
八
・
八
）
の
昭
和
十
六
年
十
月
の
項
に
、「
陸
軍

省
で
は
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
比
島
な
ど
の
各
地
域
に
お
け
る
文
化
工
作
、
特
に

緊
急
に
要
望
さ
れ
る
報
道
宣
伝
部
門
を
更
に
強
化
、
推
進
す
る
た
め
、
今
度
南
方
に
骨
を
埋
む
る
の
気

概
を
以
て
挺
身
報
道
宣
伝
事
業
に
勤
務
す
る
要
員
を
募
集
す
る
」
と
あ
る
。「
募
集
」
と
あ
る
が
、
実

際
は
昭
和
十
四
年
七
月
十
五
日
か
ら
発
動
施
行
さ
れ
た
「
国
民
徴
用
令
」
に
基
づ
く
「
白
紙
召
集
」（
兵

隊
の
場
合
は
「
赤
紙
召
集
」）
で
、
病
気
理
由
以
外
の
辞
退
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
報
道
班
員
は
最
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低
五
カ
月
か
ら
三
年
に
及
ぶ
も
の
な
ど
期
間
に
つ
い
て
は
一
様
で
は
な
い
。
第
一
次
か
ら
第
三
次
に
及

ぶ
派
遣
で
文
学
者
は
八
十
余
名
が
占
領
地
で
の
文
化
工
作
に
従
事
し
た
。（
詳
細
は
神
谷
忠
孝
・
木
村

一
信
編
『
南
方
徴
用
作
家
│
戦
争
と
文
学
│
』
世
界
思
想
社
刊
、
一
九
九
六
・
三
を
参
照
）。
文
学
者
の

ほ
か
に
、
画
家
、
漫
画
家
、
映
画
人
、
演
劇
人
、
放
送
関
係
者
、
新
聞
記
者
、
宗
教
人
、
写
真
家
、
通

訳
班
な
ど
多
数
が
徴
用
を
受
け
た
。

　
『
海
軍
』
に
起
用
さ
れ
て
い
る
作
家
は
報
道
班
員
の
な
か
で
は
児
童
向
け
の
読
み
物
で
定
評
の
あ
っ

た
者
、吉
川
英
治
、山
岡
荘
八
、大
林
清
、木
村
毅
の
よ
う
な
大
衆
に
人
気
の
あ
る
者
が
目
立
つ
。『
海
軍
』

の
奥
付
に
は
毎
号
に
わ
た
っ
て
、「
な
ほ
前
線
の
兵
隊
さ
ん
は
、
非
常
に
読
物
を
希
望
し
て
を
ら
れ
ま

す
の
で
、お
買
ひ
も
と
め
の
方
は
、ぜ
ひ
送
つ
て
上
げ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、読
み
終
わ
っ

た
雑
誌
の
活
用
と
し
て
有
効
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
子
供
か
ら
の
慰
問
袋
に
入
っ
て
い
る
雑
誌
を
丁

寧
に
兵
士
に
読
ん
で
も
ら
う
効
果
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
子
供
向
け
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
教

育
を
受
け
て
い
な
い
兵
士
に
も
読
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
読
み
物
の
大
部
分
に
は
人
気
画
家

の
挿
絵
が
施
さ
れ
て
お
り
、
梁
川
剛
一
、
山
川
惣
治
と
い
っ
た
少
年
に
人
気
の
あ
る
挿
絵
画
家
の
起
用
、

漫
画
の
連
載
な
ど
も
効
果
的
で
あ
っ
た
。

【
付
録
】
戦
争
詩

「
大
東
亜
共
栄
圏
の
青
空
は
僕
ら
の
空
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
達
治
（「
海
軍
」
昭
和
十
九
年
六
月
号
）

大
東
亜
共
栄
圏
の

青
空
は
僕
ら
の
空

日
の
丸
の
ひ
る
が
へ
る
空

日
の
丸
を
翼
に
そ
め
た

荒
鷲
の
と
び
か
ふ
大
空

何
人
の
侵
す
を
ゆ
る
さ
ず

何
人
の
汚
す
を
ゆ
る
さ
ず

大
東
亜
共
栄
圏
の

青
空
は
僕
ら
の
空

大
東
亜
共
栄
圏
の

は
て
し
な
き
空
の
隅
々

敵
機
ば
ら
百
機
来き
た

ら
ば

い
ざ
百
機
の
こ
さ
ず
撃
ち
て

青
空
の
雲
の
う
へ
よ
り

撃
ち
落
し
た
た
き
落
さ
ん

潮
黒
き
大
海
原
の

鱶
お
よ
ぐ
波
の
底
ま
で

鱶
の
餌
と
払
ひ
落
さ
ん

日
の
本
の
海
の
荒
鷲

海
こ
え
て
幾
百
千
里

敵
あ
ら
ば
か
な
ら
ず
撃
ち
て

敵
あ
る
を
つ
ひ
に
ゆ
る
さ
ず

大
東
亜
共
栄
圏
の

青
空
は
僕
ら
の
空

日
の
丸
の
ひ
る
が
へ
る
空
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日
の
丸
を
翼
に
そ
め
た

荒
鷲
の
と
び
か
ふ
大
空

「
神
風
特
攻
隊　

敷
島
隊
を
讃
ふ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
原
伸
二
郎
（「
海
軍
」
昭
和
二
十
年
一
月
号
）

か
れ
こ
そ
は
天
孫
の
臣お
み

か
れ
こ
そ
は
ま
こ
と
益ま
す

良ら

雄お

も
の
の
ふ
の
そ
の
も
の
の
ふ
よ

神
風
の
敷
島
部
隊

雲
速
し
ス
ル
ア
ン
の
沖

潮
騒
は
天
に
と
ど
ろ
く

五
人
の
尊
き
す
が
た

荒
み
魂
炎
と
飛
び
ぬ

か
み
か
ぜ
の
過
ぎ
ゆ
く
と
こ
ろ

た
ち
ま
ち
に
破
れ
て
砕
け
て

渦
し
ほ
に
呑
ま
れ
消
え
失
す

悪
魔
ら
の
大
艦
い
く
つ

戦
ひ
は
こ
こ
に
極
き
わ
ま
り

臣
道
は
こ
こ
に
始
る

敵
ど
も
は
を
の
の
き
怖
れ

同
胞
は
仰
ぎ
て
伏
し
ぬ

敷
島
の
大
和
ご
こ
ろ
よ

い
ざ
ゆ
か
む
お
く
れ
は
取
ら
じ

男お
の
こ子
わ
れ
男
子
わ
れ
は
や

と
こ
と
は
に
名
を
ぞ
惜
し
ま
む
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